
撮影協力　消防団第三分団の皆さん

　冬は空気が乾燥し、火災が発生しやすくなる時期です。市内でも死傷者の出る火災が
発生しました。火災から身を守るためには、火を出さないための日ごろからの「備え」
と、いざ火災が起きたときの「早期発見」や「初期消火」が大切です。
問防災課・内線2531

市消防団、市民消火隊、市役所自衛
消防隊などが一堂に会し、一斉放水など
の消防演技を行うほか、市吹奏楽団による
演奏、煙や消火などの防災体験なども行わ
れます。直接会場へ。国営昭和記念公園と
の共催時１月８日㈰午前10時30分～正
午場国営昭和記念公園みどりの文化
ゾーン北側（荒天時は泉市民体

育館で式典のみ）

消防団は、五日市
街道を中心に第一分
団～第十分団（165人）
で組織し、市内全域
で災害から市民の皆
さんを守るために活
動しています。募
集内容などくわ
しくはお問い

合わせください。

　住宅用火災警報器は、平成22年４
月から全ての住宅に設置が義務付け
られており、ホームセンターや電
器店等で購入できます。火災の
早期発見のために、必ず設
置しましょう。

　市消防団が市内を消防車で巡
回し、火災予防を呼びかけます
時12月28日㈬～30日㈮、午
後８時～11時

歳末特別警戒

付けていますか
住宅用火災警報器

市消防団員を募集中
消防出初式

の用心火

にぎわいとやすらぎの交流都市  立川
［ 今号の主な内容 ］
2面  5つの計画（素案）を作成
3面  市職員を募集
4面  中学生の主張・作文が表彰されました
5面  年末年始　市の業務をお知らせします
6・7面  人事行政の運営等の状況を公表します
8・9面  健康／スポーツ／市民伝言板／催し／募集
10・11面  講座／シニア／子ども・子育て／お知らせ
12面  姉妹都市・信濃大町の冬の楽しみ方

市
民

と市政のつながりを“わ”で
表し
てい

ま
す
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　市は、市政やイベントの情報などをツイッ
ターやメールマガジンで配信しています。登
録は無料です。登録方法等くわしくは、市
ホームページをご覧ください（下２次元コード
からアクセス可）。

各計画案をご覧になるには ご意見の提出方法

▼
対
象
施
設
＝
市
民
が
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
た
め
に
利
用
す
る
市
の

建
物
施
設
お
よ
び
借
用
す
る
施
設

新
清
掃
工
場
整
備
基
本
計
画

4●
策
定
の
背
景　

平
成
28
年
5
月
に

設
置
し
た
学
識
経
験
者
や
公
募
市
民

等
の
委
員
で
構
成
す
る
新
清
掃
工
場

整
備
基
本
計
画
検
討
委
員
会
で
は
、

平
成
27
年
12
月
に
と
り
ま
と
め
た

「
新
立
川
市
清
掃
工
場（
仮
称
）の
基

本
的
な
考
え
方
」
を
踏
ま
え
、
新
清

掃
工
場
整
備
基
本
計
画
の
内
容
に
つ

い
て
、
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

基
本
計
画（
素
案
）は
、
平
成
34
年

度
中
の
稼
働
を
予
定
し
て
い
る
新
清

掃
工
場
の
施
設
整
備
に
必
要
な
基
本

的
事
項
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

●
計
画
の
内
容　

近
年
の
清
掃
工
場

は
、
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
の
施
設

だ
け
で
は
な
く
、
ご
み
を
焼
却
し
た

熱
を
発
電
等
に
活
用
し
、
循
環
型
社

会
の
形
成
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

防
災
機
能
等
を
備
え
た
施
設
と
な
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

基
本
計
画（
素
案
）は
13
の
章
で
構

成
し
、
近
年
の
清
掃
工
場
に
求
め
ら

れ
る
役
割
を
踏
ま
え
、
施
設
規
模
の

設
定
、
環
境
保
全
対
策（
公
害
防
止

基
準
値
、
煙
突
高
さ
）、
ご
み
処
理

方
式
、
余
熱
利
用
計
画
、
環
境
学
習

機
能
、
防
災
機
能
、
事
業
方
式
お
よ

び
財
政
計
画
等
に
つ
い
て
、
取
り
ま

と
め
て
い
ま
す
。

生
活
道
路
拡
幅
事
業
計
画
の

見
直
し
に
関
す
る
素
案

5●
素
案
の
背
景　

住
宅
地
に
お
け
る

歩
行
者
の
安
全
性
や
快
適
な
居
住
環

境
の
向
上
、
緊
急
車
両
の
通
行
や
消

防
活
動
困
難
区
域
の
解
消
な
ど
防
災

性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
に
策
定
し
た
計
画
は
、
5

年
ご
と
に
見
直
し
を
定
め
て
い
る
こ

と
か
ら
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

●
見
直
し
の
内
容　

▼
事
業
期
間
を

10
年
計
画
と
し
ま
す
▼
路
線
ご
と
に

再
評
価
を
行
い
整
備
優
先
路
線
を
5

路
線
抽
出
し
ま
す
▼
事
業
の
進
め
方

に
つ
い
て
住
民
か
ら
の
要
望
に
よ
る

整
備
手
法
や
路
線
の
検
討
を
位
置
付

け
ま
す
▼
整
備
幅
員
を
原
則
7
・
5

メ
ー
ト
ル
以
上
か
ら
7
メ
ー
ト
ル
以

上
と
し
ま
す
。

　各計画（素案）のくわしい内容は、

市ホームページ、各担当課、市政情

報コーナー（市役所３階）、窓口サー

ビスセンター（立川タクロス１階）、

各地域学習館、各図書館でご覧くだ

さい。

１月23日㈪〔必着〕までに直接、または住所、氏名を書いて、郵送、ファクス、
Ｅメールで各担当課へお送りください。

　

市
は
、
公
共
施
設
に
関
す
る
3
つ

の
計
画
と
新
清
掃
工
場
の
整
備
に
関

す
る
計
画
、
生
活
道
路
の
拡
幅
に
関

す
る
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、

こ
の
た
び
そ
れ
ぞ
れ
の
素
案
を
作
成

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
意
見
の
提
出
方

法
は
下
段
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

1
　

市
の
公
共
施
設
の
維
持
管
理
の
方

針
や
長
寿
命
化
の
計
画
を
総
合
的
に

取
り
ま
と
め
た
計
画
で
す
。
市
民
の

公
共
施
設
等
の
利
用
環
境
の
安
全
・

安
心
と
、
資
産
を
最
大
限
有
効
活
用

す
る
持
続
可
能
な
管
理
を
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
、
点
検
診
断
や
安
全

確
保
、
長
寿
命
化
、
再
編
・
統
合
・

廃
止
等
の
7
つ
の
方
針
を
取
り
ま
と

め
て
い
ま
す

▼
対
象
施
設
＝
学
校
等
の
建
物
施
設
、

道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
、
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
等
の
プ
ラ
ン
ト
施
設

公
共
施
設
保
全
計
画

2
　

施
設
の
老
朽
化
等
を
背
景
に
、
市

が
保
有
す
る
公
共
施
設
を
良
好
な
状

態
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
、
適
切
な

保
全
を
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

40
年
間
で
か
か
る
コ
ス
ト
や
劣
化
度

に
応
じ
た
改
修
順
位
等
を
示
す
計
画

で
す
。

　

平
成
24
年
9
月
に
策
定
し
た
計
画

か
ら
▽
平
成
31
年
度
か
ら
35
年
度
の

改
修
順
位
を
設
定
▽
改
修
時
の
整
備

レ
ベ
ル
の
見
直
し
▽
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
検
証
等
を
行
い

改
訂
し
て
い
ま
す

▼
対
象
施
設
＝
市
の
保
有
す
る
建
物

施
設

公
共
施
設
再
編
計
画

3
　

人
口
減
少
や
施
設
の
老
朽
化
、
財

政
状
況
の
リ
ス
ク
に
備
え
、
公
共
施

設
の
コ
ス
ト
削
減
と
サ
ー
ビ
ス
水
準

の
維
持
の
両
立
を
目
的
に
、
施
設
再

編
の
考
え
方
・
方
針
を
取
り
ま
と
め

た
計
画
で
す
。
計
画
は
大
き
く
2
つ

に
分
か
れ
、
▽
再
編
圏
域
・
機
能
配

置
や
地
域
の
核
と
な
る
施
設
等
に
つ

い
て
の
4
つ
の
基
本
的
な
考
え
方
▽

各
公
共
施
設
の
機
能（
使
い
方
）や
地

域
の
分
析
を
踏
ま
え
た
再
編
方
針
、

を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す

　
５
つ
の
計
画（
素
案
）を
作
成

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

●策定の背景　高度成長期の行政需要やその後の市民ニーズに対応して整備
された公共施設やインフラ施設等の多くは、老朽化が進み、施設更新（改修や
建て替え等）の時期を迎えています。今後、人口減少や厳しい財政状況が見込
まれるなか、公共施設等を将来的に良好な状態で使用できるように、適切で
持続可能な維持管理が必要になります。

　今後の公共施設再編について、公共施設再編計画（素
案）に沿って、説明会を開催します。直接会場へ時１月
14日㈯午前10時～11時場子ども未来センター第１・第
２アトリエ定24人（先着順）保5人程度（１歳～学齢前）
※保育希望の方は１月４日㈬までに電話またはＥメール
で行政経営課へ
問行政経営課・内線2702 e g-keiei@city.tachikawa.lg.jp

公共施設再編計画策定前説明会

直接または郵送 ファクス Ｅメール 市ホームページ
専用フォーム

お問い合わせ
（内線）

①③ 行政経営課
（市役所２階43番窓口）

Fax（521）2653 e  g-keiei@city.tachikawa.lg.jp トップページ
の「みんな
で参加しよ
う！」から提
出できます

2702

② 施設課（市役所２階65番窓口） Fax（521）2568 e  shisetsu@city.tachikawa.lg.jp 2438

④ 新清掃工場準備室（〒190-0001
若葉町４-11-19清掃工場内）

Fax（535）3252
e  shin-seisoukoujou@city.
　 tachikawa.lg.jp 4012

⑤ 道路課（市役所２階71番窓口） Fax（522）9725 e  douro@city.tachikawa.lg.jp 2407

①公共施設等総合管理計画
施設管理の基本的な方向性

②公共施設保全計画
劣化度を踏まえた
施設保全の考え方

③公共施設再編計画
将来のリスクに対する
施設再編の考え方

公共施設に関する3つの計画

メール
マガジン

ツイッター

市公式ツイッター＆メール
マガジンをご利用ください

受け付け） 問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ
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会
議
、
講
演
会
等
に
手
話
通
訳
等
を
希
望
す
る
方
は
開
催
1
週
間
前
ま
で
に
各
問
い
合
わ
せ
先
、
ま
た
は
下
記
フ
ァ
ク
ス
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
Fax（
5
2
1
）2
6
5
3

配
布
す
る
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
）と
対
象
住
宅
の
建
築
時
期
が
分

か
る
書
類（
建
築
確
認
通
知
書
な
ど
）、

印
鑑
を
持
参
の
上
、
直
接
住
宅
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
住
宅
課
住
宅
相
談
係
・
内
線
2
5

6
2在

日
米
軍
横
田
基
地
に
正
月

三
が
日
の
飛
行
停
止
を
要
請

　

11
月
30
日
、
市
は
「
横
田
基
地
に

関
す
る
東
京
都
と
周
辺
市
町
連
絡
協

議
会
」
を
通
じ
て
、
在
日
米
軍
横
田

基
地
と
国
に
、
正
月
は
一
年
の
門
出

を
祝
う
大
切
な
時
期
で
あ
り
、
誰
も

が
騒
音
や
事
故
の
不
安
の
な
い
穏
や

か
な
正
月
を
過
ご
し
た
い
と
願
っ
て

い
る
こ
と
を
伝
え
、
正
月
三
が
日
の

飛
行
停
止
を
要
請
し
ま
し
た
。

問
企
画
政
策
課
・
内
線
2
6
9
1

学
童
保
育
所
の
業
務
委
託
業

者
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
29
年
度
に
新
設
す
る
学
童
保

育
所
の
業
務
委
託
業
者
を
募
集
し
ま

す
。

●
委
託
す
る
学
童
保
育
所　

高
松
第

三
学
童
保
育
所
、
中
砂
第
二
学
童
保

育
所

●
募
集
す
る
業
務
委
託
業
者　

放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
、
児
童
福
祉

事
業
、
ま
た
は
教
育
事
業
の
運
営
に

実
績
の
あ
る
法
人

　

応
募
資
格
・
手
続
き
な
ど
、
く
わ

し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
育
成
課
・
内
線
1
3
0
0

公
開
す
る
会
議
日
程

　

い
ず
れ
も
直
接
会
場
へ（
先
着
順
）。

●
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会　

時

償
却
資
産
の
申
告
を
お
願
い

し
ま
す

　

平
成
29
年
1
月
1
日
時
点
で
償
却

資
産（
土
地
や
家
屋
以
外
の
機
械
や

設
備
な
ど
の
事
業
用
資
産
）を
所
有

し
て
い
る
個
人
や
法
人
の
方
は
、
1

月
4
日（
水
）〜
31
日（
火
）〔
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
〕に
、
課
税

課
償
却
資
産
係（
市
役
所
1
階
38
番

窓
口
）へ
償
却
資
産
の
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。
市
で
把
握
し
て
い
る
対

象
資
産
所
有
者
の
方
に
は
12
月
上
旬

に
申
告
用
紙
を
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
や
平
成
28
年

1
月
2
日
以
降
に
事
業
を
開
始
し
た

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
で
は
e
L
T
A
X（
エ

ル
タ
ッ
ク
ス
）を
利
用
し
た
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
固
定
資
産
税（
償

却
資
産
）の
電
子
申
告
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、「
エ
ル

タ
ッ
ク
ス
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
課
税
課
償
却
資
産
係
・
内
線
1
2

2
8会

社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き

に
は
国
民
年
金
の
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

　

退
職
し
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
な

く
な
っ
た
60
歳
未
満
の
方
と
そ
の
方

の
被
扶
養
配
偶
者（
国
民
年
金
第
3

号
被
保
険
者
）の
方
は
、
国
民
年
金

第
1
号
被
保
険
者
へ
の
加
入
手
続
き

が
必
要
で
す（
同
日
に
再
就
職
し
、

厚
生
年
金
に
加
入
す
る
方
は
除
く
）。

　

手
続
き
に
は
、
離
職
票
な
ど
退
職

日
が
確
認
で
き
る
も
の
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
、

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

る
方
の
被
扶
養
配
偶
者
と
な
る
場
合

は
配
偶
者
の
勤
務
先
を
通
じ
て
加
入

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
・
内
線

1
3
9
4

木
造
住
宅
の
無
料
簡
易
耐
震

診
断

　

市
は
、
次
の
木
造
住
宅
を
対
象
に

簡
易
耐
震
診
断
を
無
料
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
診
断
は
一
級
建
築
士
が
行

い
、
建
物
の
耐
震
化
に
関
す
る
質
問

も
お
受
け
し
ま
す
▼
対
象
住
宅
＝
市

内
の
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た

木
造
の
民
間
戸
建
て
住
宅
、
共
同
住

宅
、
併
用
住
宅（
住
宅
以
外
の
用
途

部
分
の
床
面
積
が
延
床
面
積
の
2
分

の
1
未
満
の
も
の
）▼
申
込
方
法
＝

住
宅
課（
市
役
所
2
階
53
番
窓
口
）で

1
月
11
日（
水
）午
後
1
時
30
分
〜
3

時
場
市
役
所
101
会
議
室
定
15
人
問
保

険
年
金
課
業
務
係
・
内
線
1
3
9
0

●
教
育
委
員
会
定
例
会　

時
・
場
▽

1
月
12
日（
木
）午
後
1
時
か
ら
＝
市

役
所
208
・
209
会
議
室
▽
1
月
26
日

（
木
）午
後
1
時
30
分
か
ら
＝
市
役
所

302
会
議
室
定
各
20
人
問
教
育
総
務
課

庶
務
係
・
内
線
2
4
6
5

●
総
合
教
育
会
議　

時
1
月
12
日

（
木
）午
後
3
時
30
分
か
ら
場
市
役
所

208
・
209
会
議
室
定
20
人
問
企
画
政
策

課
・
内
線
2
6
8
7

●
学
校
給
食
運
営
審
議
会　

時
1
月

17
日（
火
）午
後
3
時
か
ら
場
市
役
所

208
・
209
会
議
室
定
5
人
問
学
校
給
食

課
☎（
5
2
9
）3
5
1
1

●
建
築
審
査
会　

時
1
月
17
日（
火
）

午
後
3
時
30
分
か
ら
場
た
ま
し
ん
R

I
S
U
R
U
ホ
ー
ル
5
階
第
2
会
議

室
定
5
人
問
建
築
指
導
課
庶
務
係
・

内
線
2
3
3
1

《
お
詫
び
と
訂
正
》　

12
月
10
日
号
3

面
の
「
市
民
表
彰
・
自
治
表
彰
」
の

記
事
中
、「
市
長
表
彰
条
例
」「
市
長

表
彰
」
と
あ
る
の
は
「
立
川
市
表
彰

条
例
」「
市
民
表
彰
」
の
誤
り
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が
可能です。ご自宅等からe-Tax（イータックス）で送信すれば、本
人確認書類の提示または写しの提出は不要です。

　国税に関するマイナンバー制度の最新情報は、「国税庁」のホーム
ページで確認できます。市民税・都民税の申告については、「広報
たちかわ」１月25日号でお知らせします。
問立川税務署 ☎（523）1181〔自動音声で案内〕

　平成28年分から所得税、復興特別所得税、消費税、地
方消費税、贈与税の申告書には、「マイナンバー（個人番
号）の記載」と「本人確認書類の提示または写しの添付」
が必要です。

本人確認書類

マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方は

マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちでない方は

申告書にはマイナンバーの
記載が必要です

験
も
実
施
し
ま
す
。

●
試
験
案
内
・
申
込
書
の
配
布　

人

事
課（
市
役
所
2
階
52
番
窓
口
）と
窓

口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
立
川
タ
ク

ロ
ス
１
階
）で
12
月
26
日（
月
）か
ら

配
布
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●
１
次
試
験
日　

1
月
29
日（
日
）

●
申
込
方
法　

1
月
13
日（
金
）〔
必

着
〕ま
で
に
、
簡
易
書
留
郵
便
で
人

　

平
成
29
年
度
4
月
以
降
採
用
の
市

職
員
を
募
集
し
ま
す
。
職
種
、
募
集

人
数
は
下
表
の
通
り
で
す
。
く
わ
し

く
は
、
試
験
案
内
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
能
力
試
験
を
導
入　

全
て
の
職
種

で
、
教
養
試
験
の
代
わ
り
に
公
務
員

試
験
対
策
が
不
要
な
方
式（
能
力
試

験
）を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
立

川
市
や
公
務
員
の
仕
事
に
興
味
の
あ

る
方
、
民
間
企
業
志
望
の
方
な
ど
に

広
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
け
る

試
験
で
す
。
な
お
、
1
次
試
験
で
は

能
力
試
験
以
外
に
、
一
般
事
務（
身

体
障
害
者
）で
は
論
文
試
験
、
そ
れ

以
外
の
職
種
で
は
専
門
試
験
を
実
施

し
、
全
て
の
職
種
に
お
い
て
適
性
試

市
職
員
を
募
集

公
務
員
試
験
対
策
が
不
要
な
方
式
を
導
入

▷固定資産税・都市計画税第3期分▷国民
健康保険料第6期分▷後期高齢者医療保険
料第6期分▷介護保険料第6期分

12月26日月今月の
納期

納付書裏面等に記載の場所で納付してください問
市税＝収納課管理係・内線1240、国民健康保険
料＝保険年金課賦課係・内線1416、後期高齢者
医療保険料＝保険年金課賦課係・内線1406、介
護保険料＝介護保険課介護保険料係・内線1446

職種等 募集人数

一般事務
（身体障害者） １人

土木技術 １人

建築技術 １人

電気技術 ５人

保健師 １人

保育士 １人

●通知カード
●住民票の写しまたは住民
票記載事項証明書（マイ
ナンバーの記載があるも
のに限ります）

　などのうちいずれか１つ

ご本人のマイナンバーを
確認できる書類

記載したマイナンバーの
持ち主であることを
確認できる書類

マイナンバー
キャラクター
マイナちゃん

立川税務署からのお知らせ

●運転免許証　
●公的医療保険の被保険者証
●パスポ－ト
●身体障害者手帳
●在留カード
　などのうちいずれか１つ

事
課
採
用
試
験
担
当（
〒
1
9
0
‒8

6
6
6
住
所
記
入
不
要
）へ

問
人
事
課
人
事
係
・
内
線
2
5
7
3

凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から
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子どもからの
人権メッセージ発表会

　11月19日、町田市市民ホールで「第
13回子どもからの人権メッセージ発表
会」が行われ、17市町村の子どもたちが
人権に関する体験を発表しました。市内
からは南砂小６年生の柴田紗雪さんが出
場し、聴覚障害者で初のエベレスト登頂
に成功した田村聡さんの講演や立川ろう
学校での体験を通して考えた「チャレン
ジすることの大切さ」について500人の
聴衆を前に堂々と意見を述べました。

中
学
生
の
主
張
・
作
文
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

中
学
生
の
主
張
大
会

　

第
36
回
中
学
生
の
主
張
大
会
が
11

月
3
日
、
た
ま
し
ん
R
I
S
U
R
U

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

市
内
中
学
生
3
4
6
5
人
の
応
募
か

ら
選
ば
れ
た
中
学
生
が
、
日
常
生
活

に
お
い
て
、
家
族
や
友
人
、
社
会
と

の
関
わ
り
の
中
で
気
付
き
、
考
え
た

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
主
な
入
賞

者
は
次
の
通
り
で
す
。 

《
敬
称
略
》

▼
市
長
賞
＝
今
中
千
尋（
三
中
2
年
）

▼
議
長
賞
＝
野
村
未
恭（
二
中
1
年
）、

山
下
紗
弥（
七
中
3
年
）▼
教
育
長
賞

＝
小
髙
海
音（
一
中
3
年
）、
益
子
華

歩（
五
中
3
年
）▼
特
別
賞
＝
加
藤
愛

（
五
中
3
年
）、
大
井
葉
月（
九
中
3

年
）

問
子
ど
も
育
成
課
青
少
年
係
・
内
線

1
3
0
5

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

「
税
の
標
語
」表
彰

　

次
代
を
担
う
中
学
生
の
皆
さ
ん
に

税
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
コ
ン

第36回中学生の主張大会

真の幸せ
今中千尋（三中２年）

ク
ー
ル
で
、
次
の
通
り
市
内
の
中
学

生
が
受
賞
し
ま
し
た
。 

《
敬
称
略
》

●
税
に
つ
い
て
の
作
文　

▼
市
長
賞

＝
羽
深
泰
征（
九
中
3
年
）▼
教
育
長

賞
＝
佐
藤
茉
奈（
六
中
3
年
）

●
税
の
標
語　

▼
市
長
賞
＝
長
島
太

一（
二
中
1
年
）

問
課
税
課
諸
税
係
・
内
線
1
2
0
1

全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト

　

中
学
生
が
人
権
尊
重
の
大
切
さ
を

考
え
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
る

「
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
市
内
中
学
生
が
下
表
の
通
り

入
賞
し
、
立
川
市
人
権
作
文
表
彰
式

で
も
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

問
生
活
安
全
課
市
民
相
談
係
☎（
5

2
8
）4
3
1
9

南
砂
小 

大
規
模
改
修
工
事
の

延
期
等
に
関
す
る
説
明
会

　

南
砂
小
の
校
舎
は
平
成
29
年
度
に

大
規
模
改
修
工
事
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
外
壁
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
改
修

時
の
処
理
方
法
を
新
た
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
校
舎
の
改
修
工
事

は
延
期
と
な
り
ま
し
た（
体
育
館
と

プ
ー
ル
の
改
修
工
事
は
予
定
通
り
平

成
29
年
度
に
実
施
）。

　

校
舎
の
改
修
工
事
の
延
期
と
体
育

館
等
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
南
砂

　私はスマートフォンを持っていません。

周りのみんなは持っていて私も欲しいのです

がスマートフォンに夢中になって勉強しなく

なる、ネットにつながっていて危険だなどと

いう理由から買ってもらえません。今の時代

ほとんどの人が持っていて、ゲームをしたり

写真を撮ったりラインをしています。私はと

てもうらやましいけれど、スマホなんてなく

てもいい、へっちゃらという顔をしています。

でもやっぱり本当は欲しいのです。スマート

フォンを買ってもらえない自分を少し不幸だ

と思いました。

そんな時、テレビで聞いたこの言葉が胸に

響きました。世界で一番貧しいといわれてい

るウルグアイの大統領、ムヒカさんの言葉で

す。 「貧乏な人とは、少ししか物を持ってい

ない人ではなく、無限の欲があり、いくら

あっても満足しない人のことだ。発展は人

類に幸福をもたらすものでなくてはなりませ

ん。」

ある日、電車に乗って辺りを見渡すと、

人々の目線の先は必ずといってもいいほどス

マートフォンに向けられていてとても不思議

な光景だなと思いました。みんな下を向いて

スマートフォンをいじっているので、お年寄

りや妊婦さんなど困っている人がいても、気

が付かないのです。スマートフォンは時刻表

を調べたりできて役に立つかもしれませんが、

周りの人へ配慮をする優しい気持ちを無くし

てしまいました。文明は人を幸せにするため

のものなのに、使い方次第で良くも悪くもな

ります。

発展途上国の子どもたちはスマートフォン

なんて知りません。だから欲しがりません。

でも、彼らが不幸せでしょうか。どちらかと

いうと、仕事や勉強で疲れてスマホを片手に

帰ってきた日本人よりも、ずっとキラキラと

した目の子どもたちです。貧しくても、幸せ

なのです。

幸せって何だろう。みなさんはどういうと

きに幸せって思いますか？　私は健康でいる

こと、家族で過ごす時間、他愛もないことで

友達と笑う瞬間、あたたかい布団に寝られる

こと、困っている人の力になれた時、今この

瞬間に生きていること、そんな時に幸せを感

じます。たくさん物を持っている人が幸せな

のではない。きれいな服を着ている人が偉い

わけでもありません。

人は皆、何も持たず生まれてきました。物

の豊かさが人を幸せにするのではありません。

他人を思いやる心や助け合う心など心の豊か

さが人を幸せにするのです。

私はスマートフォンを持っても、それに夢

中になって他のことをおろそかにしてしまっ

たり、危険を理解し責任をもって取り扱うこ

とがまだできないと思い、スマートフォンを

買ってくれない両親の考えを少し理解できま

した。

スマートフォンを持っていなくても一緒に

楽しく遊んでくれる友達、スマートフォンを

通じてではなく目と目を合わせてたくさん楽

しい話をしたり、じゃれあったりしてくれる

友達は私にとって宝物です。

そう、スマートフォンを持っていなくても、

十分に私は幸せだったのです。

私は、身なりや持ち物に満足するのではな

く、心の幸せを大切にしていきたいと思いま

す。

氏名《敬称略》学校学年 受賞

永曽　萌果 七中３年 市長賞・立川地区人権擁護委員会最優秀賞・東京都大会最優秀賞
小林　  岳 六中３年 立川地区人権擁護委員会優秀賞・

東京都大会奨励賞関矢　明華 七中３年
大島　由佳 五中３年

立川地区人権擁護委員会入選・
多摩西人権擁護委員協議会長賞

山下　紗弥 七中３年
廣田　千陽 七中３年
小野　風子 四中３年
右田　真聖 五中２年

立川地区人権擁護委員会佳作中林　美結 一中２年
五十嵐 亜美 七中３年

市長賞

小
の
児
童
の
保
護
者
と
近
隣
に
お
住

ま
い
の
方
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
直
接
会
場
へ
。
会
場
に
は

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ア
ス
ベ
ス
ト
は
工
事
の
際

に
飛
散
す
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
で
、

現
状
で
は
人
体
に
影
響
は
な
く
、
児

童
等
へ
の
健
康
被
害
の
お
そ
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
。

時
1
月
13
日（
金
）午
後
7
時
〜
8
時

場
南
砂
小
持
上
履
き

問
教
育
総
務
課
・
内
線
2
4
7
4

「
こ
ど
も
と
お
と
な
の
は
な

し
あ
い
i
n
市
議
会
議
場
」

参
加
者
募
集

　

今
ま
で
言
わ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

本
当
は
大
人
に
聞
い
て
ほ
し
い
こ
と

を
市
議
会
議
場
で
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
対
市
内
在
住
の
小
学
５
・
６
年
生

時
①
作
戦
会
議
＝
2
月
4
日（
土
）午

前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分
②
本
番
＝

2
月
25
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
0

時
30
分
場
①
市
役
所
208
・
209
会
議
室

②
市
議
会
議
場
師
工
学
院
大
学
准
教

授
・
安
部
芳
絵
さ
ん
定
若
干
名（
申

込
順
）

申
子
育
て
推
進
課
子
育
て
推
進
係
・

内
線
1
3
4
0
へ

で
表
彰
さ
れ
ま
し
た（
下
写
真
）。

　

な
お
、
永
曽
さ
ん
は
、
全
国
大
会

立川市人権作文表彰式の様子

受け付け） 問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ
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受
け
付
け
ま
す
。
午
後
5
時
以
降
は

空
き
状
況
の
確
認（
録
音
音
声
）が
で

き
ま
す
▼
立
川
聖
苑（
火
葬
場
）＝
年

内
は
12
月
30
日（
金
）午
後
5
時
ま
で
、

新
年
は
1
月
4
日（
水
）か
ら
。
年
内

の
申
し
込
み
は
12
月
30
日（
金
）午
後

5
時
ま
で
、
立
川
・
昭
島
・
国
立
聖

苑
組
合
☎（
5
2
2
）2
7
3
0
へ
。

休
み
中
の
予
約
受
付
は
同
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
行
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
の
予
約
に
は
事
前
登
録
が

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
。

年
末
年
始
の
市
の
窓
口
や
施
設
の
業

務
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
資
源
・
ご
み
の
収
集
な
ど　

大
掃

除
で
ご
み
が
た
く
さ
ん
出
る
時
期
で

す
が
、
資
源
・
ご
み
は
収
集
日（
左

表
）を
確
認
し
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

出
し
ま
し
ょ
う
。

係
・
内
線
1
3
6
0

●
戸
籍
に
関
す
る
届
け
出
な
ど　

年

末
年
始
の
期
間
中
、
婚
姻
・
出
生
・

死
亡
な
ど
の
戸
籍
に
関
す
る
届
け
出

は
、
市
役
所
1
階
夜
間
・
休
日
受
付

窓
口
☎（
5
2
3
）2
1
1
1
で
受
け

付
け
ま
す
。

●
図
書
館　

年
内
は
12
月
28
日（
水
）

ま
で
、新
年
は
1
月
4
日（
水
）か

ら
。子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
、立
川
駅

北
口
・
伊
勢
丹
1
階
入
り
口
付
近
の

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
、年
内
は
12
月
28
日

（
水
）午
後
3
時
ま
で
、新
年
は
1
月

4
日（
水
）か
ら（
中
央
図
書
館
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
は
年
末
年
始
も
使
用
可
）

問
中
央
図
書
館
☎（
5
2
8
）6
8
0

0●
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー　

▼
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
、
教

育
相
談
、
そ
の
他（
施
設
貸
し
出
し

等
）＝
年
内
は
12
月
28
日（
水
）ま
で
、

必
要
で
す
。

※
年
末
年
始
以
外
の
市
斎
場
の
予
約

は
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時
に

電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま
す（
申
込

順
）。
受
付
時
間
終
了
後
は
空
き
状

況
の
確
認（
録
音
音
声
）が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
方
を
対
象
に
し
た
市

営
葬
儀
や
、
自
宅
等
で
行
う
葬
儀
も

行
っ
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
問
立
川
市
斎
場

☎（
5
2
4
）1
9
9
8

●
窓
口
業
務　

▼
市
役
所
、
東
部
・

西
部
・
富
士
見
・
錦
連
絡
所
、
窓
口

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
立
川
タ
ク
ロ

ス
1
階
）＝
年
内
は
12
月
28
日（
水
）

ま
で
、
新
年
は
1
月
4
日（
水
）か
ら

●
自
動
交
付
機（
市
内
6
か
所
）　

年

内
は
12
月
28
日（
水
）ま
で
、
新
年
は

1
月
4
日（
水
）か
ら
問
市
民
課
管
理

新
年
は
1
月
4
日（
水
）か
ら
▼
ま
ん

が
ぱ
ー
く
＝
休
み
な
し

●
く
る
り
ん
バ
ス　

12
月
30
日（
金
）

〜
1
月
3
日（
火
）は
臨
時
ダ
イ
ヤ

で
運
行
し
ま
す〔
一
番
・
砂
川
・
曙

ル
ー
ト
は
12
月
31
日（
土
）〜
1
月
2

日（
月
・
休
）は
運
休
〕。
臨
時
ダ
イ

ヤ
の
時
刻
表
は
各
停
留
所
で
掲
示
し

て
い
ま
す
問
立
川
バ
ス
上
水
営
業
所

☎（
5
3
6
）0
2
4
3

●
市
営
自
動
車
・
自
転
車
等
駐
車
場

　

年
末
年
始
も
通
常
通
り
利
用
で
き

ま
す
。
な
お
、
砂
川
自
転
車
等
保
管

所
は
年
内
は
12
月
28
日（
水
）ま
で
、

新
年
は
1
月
4
日（
水
）か
ら
問
交
通

対
策
課
・
内
線
2
2
8
5

●
葬
祭
業
務
・
立
川
聖
苑（
火
葬
場
）

　

▼
立
川
市
斎
場
＝
年
内
は
12
月
31

日（
土
）午
後
5
時
ま
で
、
新
年
は
1

月
4
日（
水
）か
ら
。
休
み
中
の
予
約

は
立
川
市
斎
場
☎（
5
2
4
）1
9
9

8〔
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
〕で

紙類・布類の出し方

ごみ出しのルールを守りましょう

せん定枝の出し方 ペットボトルの出し方

びん・缶の出し方
　新聞紙、段ボール、雑誌、雑がみ、紙パック等の
紙類はひもで束ねて出してください（雑がみは紙袋
で出すことも可）。布類は45ℓまでの透明または半
透明の袋に入れて出してください。

①下記の大きさに切りそろえて束ねる。
②一度に出せるのは、５束まで。
③落ち葉、雑草、根などはせん定枝として出さない
でください。

①キャップを外す②ラベルを剝がす③中を
すすぐ④横につぶして、ペットボトルの収
集日に45ℓまでの透明か半透明の袋に入
れて出してください。
　なお、縦につぶしたものや工作などで
切ったもの、汚れたものはリサイクルでき
ないので、燃やせないごみとして出してください。

　かごやバケツなどの
容器（紙製の容器以外）
に直接入れて出してく
ださい。なお、集合住
宅では所有者等が容器
の用意をお願いします。

年末年始の粗大ごみ・し尿くみ取り問ごみ対策課 ☎（531）5518

地区

種類

《１地区》
富士見・柴崎
錦・羽衣

《２地区》
曙・高松・栄

《３地区》
若葉・幸・柏

《４地区》
緑・泉・砂川
上砂・一番・西砂

年内最終日 新年開始日 年内最終日 新年開始日 年内最終日 新年開始日 年内最終日 新年開始日

燃やせるごみ（有料） 12/29㈭  1/ 5 ㈭ 12/29㈭  1/ 5 ㈭ 12/30㈮ 1/6㈮ 12/30㈮ 1/6㈮

燃やせないごみ（有料） 12/27㈫  1/ 17 ㈫ ─  1/ 10 ㈫ 12/26㈪ 1/16㈪ ─ 1/9（月・祝）

プラスチック 12/30㈮  1/ 6 ㈮ 12/27㈫  1/ 10 ㈫ 12/29㈭ 1/5㈭ 12/26㈪ 1/9（月・祝）

有害ごみ 12/28㈬  1/ 11 ㈬ ─  1/ 4 ㈬ ─ 1/4㈬ 12/28㈬ 1/11㈬

びん 12/28㈬  1/ 11 ㈬ ─  1/ 4 ㈬ ─ 1/4㈬ 12/28㈬ 1/11㈬

缶 ─  1/ 10 ㈫ 12/27㈫  1/ 17 ㈫ ─ 1/9（月・祝） 12/26㈪ 1/16㈪

ペットボトル 12/27㈫  1/ 10 ㈫ 12/30㈮  1/ 6 ㈮ 12/26㈪ 1/9（月・祝） 12/29㈭ 1/5㈭

新聞・折込チラシ ─  1/ 6 ㈮ ─  1/ 6 ㈮ ─ 1/5㈭ ─ 1/5㈭

段ボール・茶色紙 12/28㈬  1/ 11 ㈬ 12/28㈬  1/ 11 ㈬ 12/28㈬ 1/11㈬ 12/28㈬ 1/11㈬

雑誌・本・雑がみ
牛乳等紙パック ─  1/ 4 ㈬ ─  1/ 4 ㈬ ─ 1/4㈬ ─ 1/4㈬

古布 12/23（金・祝） 1/ 13 ㈮ 12/23（金・祝） 1/ 13 ㈮ 12/22㈭ 1/12㈭ 12/22㈭ 1/12㈭

せん定枝 ─  1/ 4 ㈬ 12/28㈬  1/ 11 ㈬ 12/28㈬ 1/11㈬ ─ 1/4㈬

粗大ごみ
申し込み

年内収集の申し込みは終了しました。１月４
日㈬以降の収集申し込みは12月28日㈬の午
後４時まで
申粗大ごみ受付センター専用ダイヤル☎
（531）5311へ

新年は
１月４日㈬
から

粗大ごみ
持ち込み

可
燃

清掃工場
（若葉町４‒11‒19）
☎（536）2921 年内は

12月28日㈬の
午後４時まで不

燃

総合リサイクルセンター
（西砂町４‒77‒１）
☎（531）0950

せん定枝
持ち込み

年内は12月28日㈬の午後４時まで
総合リサイクルセンター☎（531）0950へ

し尿浄化槽清掃
申し込み 年内実施分の申し込みは終了。新年の申し込

みは１月４日㈬から
申高杉商事☎042（321）2690へし尿くみ取り

申し込み

年末年始の資源・ごみの収集日〔12月22日㈭以降〕　─は年内終了　問ごみ対策課 ☎（531）5518

市
の
業
務
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

※リサイクルショップ西砂（総合リサイクルセンター内）の営業は、年内は12月
28日㈬まで、新年は1月４日㈬から問リサイクルショップ西砂☎（569）3666

水

水

枝の直径は
15cm程度まで

長さは50cm程度

問ごみ対策課☎（531）5518

紙類・布類は
資源です

凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から

年
末
に
か
け
て
、
立
川
駅
周
辺
は
交
通
渋
滞
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
や
提
携
駐
車
場
を
ご
利
用
い
た
だ
く
な
ど
、
渋
滞
緩
和
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す〔
交
通
対
策
課
〕
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職員の服務の状況

職員の給与の状況職員の任免および職員数に関する状況

職員の競争試験および選考の状況

公平委員会の業務の状況職員の分限および懲戒処分の状況

●適正な定員管理に向けた取り組み
　平成12年度からの、３次にわたる行財政に関する推進計画や、平成
27年度に策定した「立川市行政経営計画」に基づき、指定管理者制
度の導入、民間委託や民営化の推進、事務事業の効率化などにより定
員適正化に努めてきました。この結果、職員定数条例上の職員定数は、
平成28年４月１日には1,051人となりました。今後も人件費抑制の視
点を持ち行政課題を見据えた上で、適正な定員管理に取り組みます。

　職員には、地方公務員法をはじめとする関係法令で、全体の奉仕者
として職務を遂行するに当たって守るべき義務や規律が課せられてい
ます。
　さらに、立川市では、公正性・透明性を高め、市民の信頼と負託に
応えるために、コンプライアンス（法令・倫理順守）の確保に努めてい
ます。

職員の研修および人事評価の状況
●人材育成基本方針の策定
　職員一人ひとりが意欲を持って職務に取り組み、時代の要請に応え
うる人材を計画的かつ積極的に育成するために、平成18年９月に「立
川市職員人材育成基本方針」を策定、平成27年５月に改定しました。
この中で、目指すべき職場像として「自律し、協働し、人を活かす職
場」を、目指すべき職員像として「自信と誇りを持って、自ら考え、市
民の立場に立って、凛として行動する職員」を掲げ、その実現に向けて
研修制度や人事管理制度に関する諸施策に取り組んでいます。

　公務員として労働基本権の一部が制約されている職員の適正な勤務
条件を確保し、また、身分保障を担保するために、中立的機関の公平
委員会が置かれています。職員は公平委員会に、勤務条件についての
措置要求や懲戒その他意に反する不利益な処分に関する不服申し立て、
人事管理に関する苦情相談を行うことができます。
　平成27年度の新規申立件数は0件でした。

●人事評価の状況
　地方公務員法第23条の２の規定に基づき、全職員を対象とした人事
評価を年１回実施しています。この制度は、職員の能力・業績を公正
に把握するためのもので、上司との面談や仕事の振り返りを通じて人材
育成に活用しています。また、各年度の評価結果を翌年度の勤勉手当
の成績率に反映します。
　今後も、人事評価制度を人材育成や任用、給与、分限その他の人事
管理の基礎として活用し、組織の活性化を図ります。

　立川市の職位は、部長̶課長̶係長
̶主任̶係員となっています。そのう
ち、主任職と課長職への昇任について
試験制度を導入しています。

●部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年4月1日現在）

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

平成27年 平成28年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議　会 9人 9人 0人

マイナンバー業務、オリンピッ
ク・パラリンピック準備業務、
新清掃工場準備業務増による
増。
国勢調査業務の完了、江の島
保育園民営化、その他業務見
直し等による減。

総　務 234人 227人 △7人

税　務 73人 71人 △2人

民　生 318人 309人 △9人

衛　生 69人 67人 △2人

労　働 1人 1人 0人

農林水産 5人 5人 0人

商　工 8人 7人 △1人

土　木 89人 87人 △2人

計 806人 783人 △23人

教育部門 178人 178人 0人

小　計 984人 961人 △23人
公
営
企
業
等
会

計
部
門

下水道 30人 29人 △1人
普通会計部門からの業務移管
による増。その他 61人 64人 3人

小　計 91人 93人 2人

合　計 1,075人 1,054人 △21人
注：職員数は一般職に属する職員数で、市職員の身分を保有する休職者を含み、

他自治体等への派遣職員、再任用短時間勤務職員、臨時または非常勤職員を
除いています。

●人件費の状況（普通会計決算）
住民基本
台帳人口 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費比率（B）/（A） 

〈参考〉
平成26
年度人件
費比率平成

27年度
平成28年１
月１日現在
179,796人

74,877,394
千円

3,822,842
千円

10,883,843
千円 14.54％

14.58％

●職員給与費の状況（普通会計予算）

職員数
（A） 

給　　与　　費 〈参考〉1人当
たり給与費
（B）/（A） 給料 職員手当 期末・勤勉

手当 計（B）

平成
28年度 966人 3,702,258

千円
1,143,400

千円
1,582,653

千円
6,428,311

千円
6,655
千円

注：職員手当には退職手当は含まれていません。給与費は当初予算に計上された
額です。

●職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成28年4月1日現在）
一般行政職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
立川市 42.3歳 325,064円 436,768円 46.8歳 328,043円 394,735円
東京都 41.6歳 316,682円 452,041円 48.8歳 292,729円 395,396円

●職員の初任給の状況 （平成28年4月1日現在）
立川市　初任給 東京都　初任給 国　初任給

一般行政職 大学卒 181,200円 181,200円 総合職  181,200円
一般職  176,700円

高校卒 144,600円 144,600円 144,600円

●職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 （平成28年4月1日現在）
経験年数
10年

経験年数
20年

経験年数
25年

経験年数
30年

一般行政職 大学卒 239,874円 326,325円 364,739円 391,071円
高校卒 ― ― 326,057円 362,500円

技能労務職 全学歴 ― 250,009円 290,489円 316,583円
注：経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合は、採用

後の年数をいうものです。

●一般行政職の級別職員数の状況 （平成28年4月1日現在）
級 5級 4級 3級 2級 1級

計標準的な
職務内容 部長・局長 課長・所長・館長・主幹 係長・主査 主任 主事

職員数 16人 60人 189人 245人 202人 712人
構成比 2.3％ 8.4％ 26.5％ 34.4％ 28.4％ 100％

参考 1年前の構成比 2.2％ 8.3％ 26.2％ 36.6％ 26.7％ 100％
5年前の構成比 2.0％ 8.0％ 26.4％ 40.7％ 22.9％ 100％

注1：立川市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数です。
　2：標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。

●分限処分と懲戒処分の状況 （平成27年度）
分限処分 懲戒処分

降給 休職 降任 免職 戒告 減給 停職 免職
処分者数 0人 10人 0人 0人 0人 0人 0人 0人
分限処分：勤務実績が良くない、心身の故障で職務の遂行に支障がある、刑事事

件で起訴された場合などで、職員が職責を十分に果たせないときに講
じられる処分

懲戒処分：法令違反や非行のあった職員の道義的責任を問うために講じられる処分

●職員採用・退職の状況 （平成27年度）

採用者
数

退職者
数 退職者内訳

定年 普通 分限 懲戒 失職 死亡

事　務　職 ９人 32人 27人 ５人 ０人 ０人 ０人 ０人

技　術　職 ５人 18人 14人 ４人 ０人 ０人 ０人 ０人

技能労務職 ０人 ３人 １人 １人 ０人 ０人 ０人 １人

合　計 14人 53人 42 人 10 人 ０人 ０人 ０人 １人

●昇任試験の実施状況（平成27年度）
受験者数 合格者数

管理職 16人 11人
主　任 26人 4人

職員の休業の状況
●育児休業・部分休業の取得状況（平成27年度）

男 女 合計
育児休業 ４人 50人 54人
部分休業 １人 32人 33人

注：人数には、平成27年度以
前から継続して取得して
いる職員を含みます。

職員の福祉および利益の保護の状況
●福利厚生制度
　立川市職員共済会を設置し、職
員の保健、元気回復その他厚生に
関する事業を行っています。共済
会で計画実施される事業は、職
員が負担する共済会費（給料の
1,000分の4に相当する額）と市か
らの交付金で運営されています。 ●公務災害補償制度

　職員の公務上や通勤途上での災
害に対して、地方公務員災害補償
法に基づき補償を行っています。

公務災害の発生状況 （平成27年度）
発生件数

公務災害 8件
通勤災害 3件

●健康診断の実施状況（平成27年度）
人数

定期健康診断 569人
人間ドック 798人
VDT健康診断 294人
生活習慣病健康診断 108人
ストレスチェック 1,434人
注：嘱託職員等を含む

職員共済会の運営状況 （平成27年度）
会員会費 交付金 会員数
16,689千円 16,617千円 1,095人

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

年次有給休暇の取得状況（平成27年）
平均取得日数
13.2日

注1：対象職員は、平成27年全期間在職
者（育児休業・休職者等を除く）

　2：再任用短時間職員を除く

●休暇制度
　職員の休暇等の種類は、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護
休暇に大別されます。

●職員の勤務時間（標準的なもの）
1週間の
勤務時間

1日の
勤務時間

勤務時間の割り振り 週休日始業 終業 休憩時間
38時間45分 7時間45分 午前８時30分 午後5時15分 正午～午後1時 土曜・日曜日

●その他の職員手当の状況 （平成27年度支給実績）
内　　容

扶養手当
配偶者14,100円、その他の扶養親族8,900円、16歳～22歳の子
4,500円加算（国は配偶者13,000円、その他の扶養親族6,500
円、16歳～22歳の子5,000円加算）

地域手当 給料、扶養手当、管理職手当の合計額の12%。1人当たり平均
支給月額40,208円（国は0%～20%）

住居手当 借家・借間に居住する生計中心者（管理職を除く）に限り12,000
円（国は家賃支払者に上限27,000円を支給）

通勤手当
交通機関運賃相当額、交通用具利用者には通勤距離に応じて支
給（国は交通機関利用者に上限55,000円、交通用具利用者には
距離に応じて支給）

管理職手当 部長職：給料額の20%、課長職：給料額の17%
時間外勤務手当支給総額35,472万円、１人当たり平均支給月額32,448円

特殊勤務手当

５種類 全職員に対する手当支給職員の割合7.2％
 受給職員１人当たりの平均支給月額4,164円
〈代表的な手当の名称〉
＊支給額が多く、多くの職員に支給されている手当
　福祉現業手当、滞納整理手当

●特別職の報酬等の状況
給料・報酬の月額

（平成28年4月1日現在）
期末手当

（平成27年度支給実績）
市　長

給料
1,041,000円

6 月期　2.025月分
12月期　2.175月分
計　　4.2　 月分

副市長 901,000円
教育長 799,000円
議　長

報酬
662,000円

副議長 599,000円
議　員 555,000円
注：期末手当については20％の加算措置があります。

●退職手当の状況 （平成28年4月1日現在・月分）
立川市 東京都 国

普通 定年 普通 定年等 普通 定年等

支
給
率

勤続20年 23.5 23.5 23.5 23.5 20.445 25.55625
勤続25年 31.5 31.5 31.5 31.5 29.145 34.5825
勤続35年 45.0 45.0 45.0 45.0 41.325 49.59
最高限度額 45.0 45.0 45.0 45.0 49.59 49.59

その他
加算措置

定年前早期退職特例
措置（2％～20％加算）

定年前早期退職特例
措置（2％～20%加算）

定年前早期退職特例措
置（2％～45%加算）

注：平成27年度に退職した職員１人当たりの平均支給額は、普通退職で1,003万
円、定年退職で2,420万円です。

●期末手当・勤勉手当の支給状況 （平成27年度支給割合・月分）
立川市 東京都 国

期末 勤勉 計 期末 勤勉 計 期末 勤勉 計
6 月期 1.225 0.80 2.025 1.225 0.80 2.025 1.225 0.75 1.975
12月期 1.375 0.90 2.275 1.375 0.90 2.275 1.375 0.85 2.225

計 2.6
(1.45)

1.7
(0.8)

4.3
(2.25)

2.6
(1.45)

1.7
(0.80)

4.3
(2.25)

2.6
(1.45)

1.6
(0.75)

4.2
(2.20)

職務上
の加算
措置

職位に応じて5％～20％
の加算あり

職制上の段階、 職務の級
等による加算措置あり

職制上の段階、 職務の級
等による加算措置あり

注：（　）内の数字は、平成27年度の再任用職員に係る支給割合です。

●職員研修の実施状況 （平成27年度）

　「立川市職員人材育成基本方針」に基づき、目指すべき職場像と職員
像の実現に向け、職員の意識啓発・能力向上や職員の能力が最大限に
発揮される職場づくりを目標に施策を展開しています。

受講者
延べ人数 概　　要

一般研修 923人 新任職員・主任・係長・部課長等の階層別研修
特別研修 2,475人 行政各分野の課題、救命講習　ほか
実務研修 232人 行政研修、会計研修、その他実務研修
ＯＡ研修 1,930人 情報セキュリティ研修　ほか
職場研修 233人 業務上必要な知識の習得を図る研修
派遣研修 1,577人 東京都市町村職員研修所、自治大学校等への派遣研修
自主研修 75人 通信教育研修、資格取得助成制度
計 7,445人 ─

●職員採用試験の実施状況 （平成27年度）

人事行政の運営等の
状況を公表します
問人事課人事係・内線2574

　市は、「立川市人事行政の運営等の状況の公
表に関する条例」に基づき、人事行政の運営に
関する状況等について、市民の皆さんにお知
らせします。市職員の給与や定員数、勤務条
件や研修、福利厚生の状況など人事行政全般
について公表することで、公正性と透明性を
確保し、適正な運営に努めてまいります。

平成27年度採用 （平成27年６月実施）
受験者数 合格者数

一般事務
（身体障害者）  ０人 ０人

土木技術 ２人 ０人
電気技術 ３人 ０人
保健師 ３人 １人
保育士 10人 ０人

平成28年度採用 （平成27年７月実施）
受験者数 合格者数

一般事務 683人 21人
一般事務

（身体障害者） ２人 ０人

土木技術 14人 ２人
建築技術 11人 １人
電気技術 ５人 １人
保育士 77人 ４人

特別休暇 （平成27年度）
付与日数・期間等

公民権行使等休暇 必要と認められる期間
産前産後休暇 出産の前後16週間（多胎妊娠の場合は24週間）
妊娠症状対応休暇 1回の妊娠について２回まで、合計10日以内
早期流産休暇 流産した日の翌日から起算して引き続く７日以内
育児時間 1日２回、合計90分以内
出産介護休暇 ２日以内
育児参加休暇 ５日以内
子どもの看護休暇 1年を通じ５日以内（子が2人以上は10日以内）
短期の介護休暇 1年を通じ５日以内（要介護者が2人以上は10日以内）
慶弔休暇 １）職員が結婚する場合：引き続く７日以内

２）職員の親族が死亡した場合：親族等の区分に応じ、１日～10日
以内

３）職員の父母の追悼のための特別な行事を行う場合：１日
夏季休暇 7月から9月までの期間に５日以内
生理休暇 必要と認められる期間
母子保健休暇 妊産婦の健診１回につき１日
妊婦通勤時間 勤務時間の始め、または終わりにおいて１日につき１時間
災害休暇 現住居が滅失、または損壊した日から起算して７日以内
事故休暇 必要と認められる期間
ボランティア休暇 1年を通じ５日以内

凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から 受け付け） 問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ



小児救急診療室をご利用くだ
さい

これから寒い季節となり、風邪をひく
など、子どもが体調を崩しやすくなり
ます。市は、月曜・水曜・金曜日の夜間
に子どもの急な発熱などの症状を診
察する小児初期救急平日準夜間診療

室を共済立川病院内に開設していま
す▶診療日=月曜・水曜・金曜日〔祝日、
12月29日㈭～１月３日㈫を除く〕▶受
付時間=午後７時30分～10時▶対象
=０歳から15歳未満の子ども▶診療
科目=小児科▶場所=国家公務員共
済組合連合会立川病院内〔錦町4-2-
22〕☎（523）2677

申・問健康推進課〔〒190-0011高
松町3-22-9健康会館内〕☎（527）
3272Fax（521）0422へ。電子申請
はHPhttp://www.shinsei.elg-
front.jp/tokyo/

健康

市民体育大会の結果

個人はいずれも優勝。敬称略。
●ソフトボール（地区対抗の部）　▶
男子▷優勝＝栄町体育会▷準優勝＝
西砂川地区体育会▷第3位＝錦町体
育会▶女子▷優勝＝若葉町体育会▷
準優勝＝羽衣町体育会▷第3位＝錦
町体育会
●水泳（地区対抗の部）　▶男子▷優
勝＝砂川体育会▷準優勝＝錦町体育

会▷第3位＝幸町体育会▶女子▷優
勝＝砂川体育会▷準優勝＝幸町体育
会▷第3位＝錦町体育会
●テニス　▶一般シングルス▷男子A
＝菅野真之▷男子B＝佐藤一世▷女
子A＝西口葉月▷女子B＝尾嵜紗映▶
中学生シングルス▷男子＝前田空我
▷女子＝鳴島未夢▶シニアダブルス
＝川村千代見・石橋富士夫
●ゲートボール（地区対抗の部）　▷優
勝＝西砂川地区体育会▷準優勝＝羽
衣町体育会▷第3位＝柴崎町体育会
問立川市体育協会☎（534）1483

　立川の選抜女子小学生
野球チームとして構成され
たレディース立川が「第2
回シスタージャビットカッ
プ」の優勝報告のため、12月5日に
市長を表敬訪問しました。
　東京都内（川崎市内も含む）37

チームが参加して行われた大会の
決勝戦で、江戸川エンジェルズに6
対2で勝利し、初優勝を飾りました。

スポーツ

 泉市民体育館 ☎（536）6711

1月の個人利用日

○1月5日（第１木曜日）は無料の個人開放日となります。
○1月9日、21日、22日は大会のため個人利用はできません。
●第1体育室（卓球・バドミントン・ミニテニス）＝4日・5日・7日・8日・11日・18日・
25日●第2体育室▶卓球・バドミントン＝16日・23日・30日（いずれも午前・
午後Ⅰのみ) ▶バスケットボール＝16日・23日・30日(いずれも午後Ⅱ・夜間のみ)

●第1体育室（バドミントン・ミニテニス）●第2体育室（卓球）＝いずれも6日・
13日・14日・15日・20日・27日・28日●第1体育室（バスケットボール）＝
23日（夜間は午後９時30分まで）

 柴崎市民体育館 ☎（523）5770

▶午前＝午前9時～午後0時30分▶午後Ⅰ＝午後
0時30分～4時▶午後Ⅱ＝午後4時～7時30分
▶夜間＝午後7時30分～11時

（午前9時30分開場）場女性総合セン
ター費800円（小学生～高校生500円、
障害者手帳をお持ちいただいた方は無
料）定190人（申込順）当日、定員割れの
場合、会場で受け付けします問八木さん
☎（535）9110
●春うららダンスパーティー　赤い靴
が主催。ダンスを通じて心と体の健康と
交流と親睦の輪を広げる楽しいひとと
きを。抽選会、ミキシングあり。直接会場
へ時1月22日㈰午後1時30分～3時30
分場柴崎市民体育館費500円定150人
（先着順）問小林さん☎（522）2081

会員募集

●MG会　一緒に麻雀を楽しみましょ
う時毎週水曜日、正午から場清掃工場
内グリーンセンター申似

にた

内
ない

さん☎090
（6655）3359
●リズム気功リラックS

ス

　自然治ゆ力と
免疫力がアップします。音楽に合わせて
自分のペースでできる気功です時毎月
第１・第３月曜日、午前10時30分～正

曜日、午前９時40分～10時30分場こぶ
し会館入100円月1,200円定30人（申込
順）申平野さん☎090（4935）7943
●みんなの展示場絵手紙同好会　初歩
から丁寧にお教えします。初心者大歓
迎時毎月第２木曜日、午後１時30分～
３時30分場みんなの展示場（柴崎町２
-21-17）月1,000円申みんなの展示場☎
（524）4702
●K

キ ラ キ ラ

IRAKIRA　①美
ビ

ューティBodyWave
（バンドを使ったエクササイズ）②ZUMBA
（ラテンのリズムに合わせたダンスフィッ
トネス）時▶土曜・日曜日▷午前10時か
ら▷午後2時30分から▶水曜・木曜日▷
午後８時から（上記の６日程のうち週２
回のみ開催）場上砂会館ほか費①②各
１回500円申高澤さん☎090（2148）
1127
●立川歌声天国　懐かしの歌声喫茶時
毎月第１土曜日、午後１時30分～４時
30分場カンマーザール（曙町2-25-1第
２カクニビル１階）費１回1,000円（会場
費、演奏者謝礼ほか）定70人（申込順）
申前田さん☎090（8811）4012

午場高松学習館入1,000円月1,500円
申渡辺さん☎090（2236）1916
●水彩つばき会　水彩色鉛筆画を始め
てみませんか。水彩色鉛筆はそのまま描
くと色鉛筆画、水に溶かすと水彩画にな
ります。講師の指導もあります。初心者
歓迎対60歳以上の市民の方時毎月第１
月曜日、午後１時30分～３時30分場柴
崎福祉会館月1,500円定10人（申込順）
申大
おお

峡
ば

さん☎（560）5355
●中高年から始めるらくらくピアノ　
音譜が読めなくても鍵盤が分からなく
ても、初日に両手で弾けるようになりま
す。脳の活性化プログラムも取り入れて
います対主にピアノ初心者の大人の方
時毎月第１・第３火曜日、午後７時～８
時30分場高松学習館ほか入500円月
3,500円（別途、初回のみ楽譜代3,240
円）定14人（申込順）申神

こう

津
づ

さん☎070
（6521）1532
●マザーズ・ヨガ　体の柔軟性を高め、
全身の筋力をバランスよく使います。スト
レスに対する抵抗力、免疫力をアップし、
シェイプアップ効果も時月２～３回の水

まちのお知らせ

●ロバの音楽座コンサートに親子50組
招待　NPO法人立川教育振興会が親
子ペア券を抽選で50組に差し上げます
対4歳～中学生と保護者時2月11日（土・祝）
午後2時開演場たましんRISURUホー
ル定50組（抽選）申1月10日㈫〔消印有
効〕までに往復はがき（1家族1枚）に、氏
名、連絡先、返信用宛先を書いて立川教
育振興会・清原さん〔〒190-0033一番
町3-11-3〕☎080（6688）3132
●「うまれる」上映会　生活クラブ運動
グループ立川地域協議会が主催。4組
の夫婦の物語を通して、家族の絆、命の
大切さ、人との繋がりを考えるドキュメ
ンタリー映画。聴覚障害者のための字
幕付きです時1月21日㈯午前10時から

この欄の情報の連絡・交渉は当事者間で。
市は関与しません。

レディース
立川が優勝

絶対にやめてください。薬は
体内で吸収され作用し、代謝・

排出されます。このような過程の中
で、特に体が未発達な子どもや、機
能が低下している高齢者には注意が
必要です。薬によっては、子どもや
高齢者には成人の服用量では適正な
血中濃度を超えてしまう可能性があ
ります。その結果、副作用が出やす
くなり、最悪の場合には、生命の危

A

Q
険も考えられます。
　処方医は、そのときの状態や状況
に応じて、患者さん一人ひとりに薬を
処方しています。兄弟であっても年
齢はもちろん、機能の発達状況には
個人差があります。また、薬に対す
るアレルギーも違います。症状が似
ていても、薬のやりとりは絶対にやめ
ましょう。
 《立川市薬剤師会・根本陽充》

風邪をひいたときなど、家族が処方してもらった薬
を飲んでも大丈夫ですか？

健康 AQ & 528

各相談・健康診査の会場の駐車場は台数に限りがありますので、できるだけ公共交通
機関をご利用ください。

●健康会館＝１月10日㈫午前９時30分～11時
栄養相談（管理栄養士が相談に応じます）
●健康会館＝１月19日㈭午後１時30分～３時
総合健康相談（医師・保健師・管理栄養士が相談に応じます）

健康相談（個別予約制・電話で健康推進課へ）

●砂川学習館＝１月11日㈬ ●健康会館＝１月25日㈬
●西砂学習館＝２月１日㈬ ●健康会館＝２月22日㈬
保健師・助産師・心理相談員・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※心理相談員の相談は、原則予約制。空きがある場合は、当日受付可。

親と子の健康相談（午前９時３０分～１0時３０分・直接会場へ）

　健康診査は、該当月齢の翌月です。対象者には、個別に通知します。通知の届いて
いない方は、健康推進課へお問い合わせください。集団健診のため、発熱や体調不良、
感染症にかかっている場合はご遠慮ください。次回日程についてはご相談を。

乳児（３～４か月児）・１歳６か月児・２歳児歯科・３歳児健康診査

健康日程表

たましん
RISURUホール

外来者
駐車場

JR
南
武
線

立川病院東

立川合同
庁舎前

子ども未来センター

市民会館西

（共済立川病院内夜間・休日救急入口）
立川市小児救急診療室

三小

西
国
立
駅

髙島屋

伊勢丹

北口
JR 中央線

緑川通り

フロム中武

二小

高松図書館
高松学習館

立川
競輪場

健康会館西

多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル

立
川
北
駅

立
川
通
り

立川駅

曙橋

健康会館

休日急患診療所（内科・小児科） ☎（526）2004
健康会館1階
▷日曜日・祝日、年末年始〔12月29日㈭～1月3日㈫〕=午前9時～午後9時

歯科休日応急診療所 ☎（527）1900
健康会館2階
▷日曜日・祝日、年末年始〔12月29日㈭～1月4日㈬〕=午前9時～午後5時

24時間電話案内
医療機関案内「ひまわり」 ☎03（5272）0303
救急相談センター ☎（521）2323
※携帯電話・プッシュ回線からは☎＃7119も利用できます。

休日・夜間診療 保険証を
忘れずに

受け付け） 問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ
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　多摩地域27市町の郷土・歴史・文化財・自然関連の書籍を展示・販売します。
多数の新刊を含め、資料を直接手に取って見ることができる年一度の貴重な
機会です。直接会場へ時1月21日㈯・22日㈰、午前10時～午後5時（22日は午後
3時まで）場女性総合センター1階健康サロン問歴史民俗資料館☎（525）0860

●多摩川中流域の発掘調査～立川、
昭島、国立、日野を掘る　直接会場
へ時1月21日㈯午前11時～午後0
時30分（午前10時40分開場）場女
性総合センター5階第3学習室師各
市の埋蔵文化財担当者定50人（先
着順）問歴史民俗資料館☎（525）
0860

●砂川の文書研究の可能性　時1
月21日㈯午後2時～4時30分（午
後1時40分開場）場女性総合セン
ター5階第3学習室師筑波大学教
授・白井哲哉さん、多摩地域の戦時
下資料研究会・楢崎茂彌さん定50
人（申込順）申12月25日㈰から歴史
民俗資料館☎（525）0860へ

催し

歌劇「カルメン」レクチャー＆
ミニコンサート

3月19日㈰・20日（月・祝）に開催する立
川市民オペラ公演2017「カルメン」を
より楽しむため、プレイベントとして
レクチャー&ミニコンサートを実施し
ます時2月13日㈪午後7時開演場た
ましんRISURUホール小ホール師演
出家・直井研二さん定200人（同ホー
ル1階窓口で整理券を配布中。電話予
約可・郵送不可）問立川市地域文化振
興財団☎（526）1312

ＳＰＡＣＥ多摩！モデルロケッ
ト製作・打ち上げ&宇宙関連
プログラム体験イベント

立川市、国分寺市、小金井市、西東
京市の4市連携で開催。12種類のロ
ケットマンホールの見学やモデルロ
ケットの製作・打ち上げ体験、宇宙
食の試食をし、日本の宇宙開発史を
かるたで学びます。申込方法等、くわ
しくは「SPACE多摩」のフェイスブッ
クをご覧ください時1月29日㈰午前

8時～午後4時場国分寺駅北口広場
前集合、国分寺市立七小解散定50組
（抽選）問 JTBコーポレートセールス
☎（521）5550、立川観光協会☎（527）
2700

献血感謝イベント

献血した方に干支付きおみくじをプ
レゼント。直接会場へ時12月28日㈬
～1月6日㈮、午前10時～午後5時45
分（12月31日と1月1日を除く）場立川
献血ルーム（立川駅北口ロフト地下1
階）問立川献血ルーム☎0120（800）
762〔フリーダイヤル〕、市福祉総務
課・内線1490

たちかわ創造舎のイベント紹
介～自転車乗りのカラダとコ
コロのための連続講座

申込方法等、くわしくは「たちかわ創
造舎」のホームページをご覧くださ
い。いずれも場たちかわ創造舎（旧多
摩川小）問たちかわ創造舎☎（595）
6347
●レッスン1「食で叶える自転車乗り
のカラダ」　健康と、パワーと、おいし
く食べるヒントを伝授時2月18日㈯

午後1時30分～4時師アスリートフー
ド研究家・SAYAKO（池田清子）さん
費6,000円（受講料）定30人（申込順）
●レッスン2「ヨガで整える自転車乗
りのカラダ」　自転車乗り向けの体
幹強化、体の緩め方、腰痛予防のポー
ズなどを学びます時2月25日㈯午前
10時30分～午後0時30分師ヨガイン
ストラクター・内田範子さん費5,000
円（受講料）定30人（申込順）持ヨガ
マット（200円で貸し出し可）

立川市役所ロビーコンサート

弦楽三重奏です。出演は中台寛人さん
（ヴァイオリン）、川上拓人さん（ヴィ
オラ）、清水唯史さん（チェロ）。曲は
ベートーヴェン「弦楽三重奏第１番」
より、「日本の歌メドレー」ほか。直接
会場へ時１月10日㈫午後０時20分～
０時50分場市役所１階多目的プラザ
問立川市地域文化振興財団☎（526）
1312

関連講演会

職業訓練生（4月入校）

都立多摩職業能力開発センター、同
八王子校、同府中校は、平成29年4月
入校生を募集します▶募集期間=1月
10日㈫～2月3日㈮▶募集科目▷多摩
職業能力開発センター（昭島市）＝計
測制御システム科、精密加工科、機械
組立技術科など13科目▷八王子校＝
自動車整備工学科、メカトロニクス科、
電気設備システム科など6科目▷府
中校＝組込みシステム技術科、ネット
ワーク施工科、生活支援サービス科
など8科目。科目により、訓練期間、応
募条件、定員が異なります。見学会も
開催します。くわしくはセンター、各校
へお問い合わせください問多摩職業
能力開発センター☎042（500）8700、
八王子校☎042（622）8201、府中校
☎042（367）8201、市産業観光課商
工振興係・内線2645

多摩・武蔵野検定受検者

多摩地域の自然や歴史、文化などに
親しんで郷土愛を育む目的で行われ
ている多摩・武蔵野検定（タマケン）の
受検者を募集します。申込方法･費用
等、くわしくは「知のミュージアム多摩
･武蔵野検定」のホームページをご覧
ください▶申込締切＝2月8日㈬時3
月11日㈯場明星大学23号館（日野市
程久保2-1-1）問ネットワーク多摩☎
042（591）8540

コミュニティ奨励賞の推薦

立川市地域文化振興財団は、地域コ
ミュニティの活動を促進するため、市
内で活躍している個人・団体を表彰し
ています。以下に該当する団体や個人

の推薦を募集します。
①文化芸術活動奨励賞=年内に開催
された文化・芸術の催事や大会で特
に優れた成績を収めた方など
②コミュニティ活動奨励賞=ボラン
ティア活動やコミュニティ活動など、
地域で模範となる文化・芸術に関する
活動を行っている方など
申1月13日㈮〔必着〕までに所定の推
薦書（たましんRISURUホールで配布、
「立川市地域文化振興財団」のホー
ムページからダウンロードも可）に成
績や活動の内容が分かる資料を添え
て、郵送または直接、同財団〔〒190-
0022錦町3-3-20たましんRISURU
ホール内〕☎（526）1312へ

立川いったい音楽まつりの出
演者

立川駅周辺の百貨店前や複合商業
施設内等で一斉ライブを実施し、出演
者・観客がいったいとなって創りあげ
ていくイベントに参加する出演者を募
集します▶開催日時＝5月20日㈯･21
日㈰、午前11時～午後9時（会場によ
り異なります）▶募集数＝300団体程
度（選考）▶応募締切=1月20日㈮〔必
着〕▶応募方法＝「立川いったい音楽
まつり」のホームページをご覧くださ
い問立川いったい音楽まつり実行委
員会〔立川市地域文化振興財団内〕☎
（526）1312

たまロボットコンテスト参加者

第16回たま工業交流展では、「たま
ロボットコンテスト」の出場者を募集
しています。使用する機材（プロロボ）
は当日配布し、組み立て講座の後ラ
イントレース競技を行います。くわし
くは「たま工業交流展実行委員会」の
ホームページをご覧ください対小学

4年生～中学生（2人1組。小学生は親
子のペア）時2月25日㈯午前10時～
午後5時場都立多摩職業能力開発セ
ンター（昭島市東町3-6-33）定30組
程度（抽選）問たま工業交流展実行
委員会〔立川商工会議所内〕☎（527）
2700、市産業観光課商工振興係・内
線2645

広域連携サミット傍聴者

本市と近隣8市（昭島市、小平市、日野
市、国分寺市、国立市、福生市、東大
和市、武蔵村山市）の市長が一堂に会
し、広域的な行政課題について話し
合う「広域連携サミット2017」の傍聴
者を募集します。サミットのテーマは、
「地域における広域連携に向けた取
り組み～魅力あふれる多摩地域の創
生の実現に向けて」。市域を越えるこ
とによりできる、行政サービスの向上
や魅力あるまちづくりについて一緒
に考えてみませんか。直接会場へ。車
での来場はご遠慮ください時1月31
日㈫午後3時～5時場統計数理研究所
（緑町10-3）定各市合わせて50人程
度（先着順）問企画政策課・内線2689

心身障害者タクシー・ガソリン
費助成事業の新規協力事業者

平成29年度から、心身障害者タクシ
ー・ガソリン費助成事業に協力してい
ただける事業者を募集しています。協
力していただける事業者は、事前に市
と協定を締結する必要があります（す
でに協定を締結済みの事業者は、特に
手続きをする必要はありません）。くわ
しくは市ホームページをご覧いただく
か、お問い合わせください問障害福祉
課・内線1517

ごみ処理優良事業所認定制度
～新規事業所

ごみの減量やリサイクル活動に積極
的に取り組んでいる事業所を立川市
ごみ処理優良事業所として認定しま
す。認定には、実施要綱で定めた4部
門（適正処理、ごみの減量、リサイクル、
啓発活動等）の認定基準を満たすこと
が必要となります。認定された事業所
には「認定証」と「ステッカー」を交付し、
各事業所の取り組みなどを、広報「た
ちかわ」や市ホームページ等を通じ
て、紹介していきます。申請書は市ホー
ムページからダウンロードもできます。
認定基準など、くわしくはお問い合わ
せください問ごみ対策課・内線6757

国際交流バレエ公演出演者

7月23日㈰の第9回国際交流公演に
向けて参加者を募集します。英国の
王立バレエ学校「エルムハースト校」
の生徒との合同公演です。原則毎月
2回の日曜日にレッスンとリハーサ
ル、1月29日㈰にオーディションを行
います。申込方法などくわしくは、ジャ
パン・インターナショナル・ユース・バ
レエ（JIYB）･堀江さん☎（537）4731
へ問い合わせるか、「JIYB」のホーム
ページをご覧ください▶対象＝9歳～
23歳で、バレエの経験が5年以上ある
方▶申込締切＝1月25日㈬問市地域
文化課・内線4501

募集

多 摩 郷 土 誌 フ ェ ア

9 立川市役所 （〒190-8666）立川市泉町1156-9  ☎（523）2111（代表）  Fax（521）2653

凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から
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認知症サポーター養成講座

認知症について学び、認知症の方や
その家族を支える地域の応援者を養
成します対市内在住・在勤・在学の方
●おしゃれなレストランで開催　時1
月17日㈫午後3時～4時30分場ビス
トロすぎ浦（柴崎町2-2-23）費飲み
物注文の場合は実費負担定20人（申
込順）申南部西ふじみ地域包括支援
センター☎（540）0311へ
●子ども未来センターで開催　時1
月20日㈮午後2時～3時30分場子ど
も未来センター定30人（申込順）申南
部東はごろも地域包括支援センター☎
（523）5612へ

介護予防教室「元気ハツラツ
民謡教室」

三味線、尺八に合わせて、お腹の底
から大きな声を出して健康を保ちま

しょう対65歳以上の市民の方時1月
17日㈫午後1時30分～3時30分場西
砂会館定30人（申込順）申にしすな福
祉相談センター☎（531）5550へ

学習会「お口の健康を保ち元
気に過ごそう」

時･場▷1月25日㈬午前10時～11時
30分=さかえ会館▷1月27日㈮午前
10時～11時30分=若葉会館（どちら
かを選択）師言語聴覚士・山田裕一
さん定各40人（申込順）申北部東わ
かば地域包括支援センター☎（538）
1221へ

シルバー人材センター入会説
明会

対市内在住の57歳以上の方時1月18
日、2月1日・15日の水曜日、午後1時
から場シルバー人材センター柴崎本部
（柴崎町1-17-7）申前日までに同本
部☎（527）2204へ

シニア

図書館を利用した情報検索～
インターネットと図書資料を
使って「医療・健康情報編」

レファレンス室の資料や商用データ
ベースの紹介も対日本語入力ができ
る方時1月19日㈭▷午前10時～正午
▷午後2時～4時場中央図書館定各
5人（申込順）申12月25日㈰から中央
図書館☎（528）6800へ

たちかわエコパートナー講座

いずれも対市内在住・在勤・在学の
方申電話、または、氏名、連絡先を書
いてEメールで環境対策課環境推進
係・内線2244 e kankyoutaisaku@
city.tachikawa.lg.jpへ
●下水処理場見学　下水処理場を見
学し、日々の生活で使っている水がど
のように処理されるのかを学びます
時１月21日㈯午前９時30分～午後０
時30分場下水処理場師環境カウンセ

ラー・高橋由蔵さん定20人（申込順）
●素材厳選 味噌作り　手作り味噌
の作り方を学び、昨年仕込んだ味噌
と立川産の具材で味噌汁を作ります。
手作り味噌は持ち帰ることができま
す時１月28日㈯午後1時～４時場女
性総合センター師たちかわエコパー
トナー・山﨑初代さん費1,500円（材
料代）定12人（申込順）持エプロン、三
角巾、味噌（1kg）が入る容器

T.A.F. 創業セミナー「マーケ
ティングはじめの一歩」

立川市・昭島市・福生市の3市連携で
開催。創業を成功させるためのビジネ
スプランについて学びます時1月14
日㈯午後1時～4時場女性総合セン
ター師行政書士・髙谷桂子さん定30
人（申込順）申1月12日㈭までに電話、
または氏名、連絡先を書いてEメー
ルで福生市シティセールス推進課☎
042（551）1699 e f-sinkou@city.
fussa.lg.jpへ問市産業観光課商工振
興係・内線2644

講座

閲覧日 請求者 委託者 目的 対象
４月28日 株式会社日本リサーチセンター 金融広報中央委員会 家計の金融行動に関する世論調査 一番町
５月６日 一般社団法人中央調査社 NHK放送文化研究所 2016年6月全国放送サービス接触動向調査 柴崎町
５月９日 防衛省 － 募集事務 市内全域５月11日
５月12日 株式会社ビデオリサーチ NHK放送文化研究所 幼児視聴率調査 一番町
５月13日 防衛省 － 募集事務 市内全域５月16日
５月17日 株式会社日本リサーチセンター NHK放送文化研究所 6月全国個人視聴率調査 栄町、砂川町
６月１日 株式会社毎日新聞社 － 読書に関する世論調査 錦町
６月２日 株式会社サーベイリサーチセンター 独立行政法人労働政策研究・研修機構 第4回若者のワークスタイル調査 一番町、高松町、柏町
６月７日 一般社団法人中央調査社 株式会社野村総合研究所 テレビ視聴に関する調査 曙町
６月21日 株式会社日本リサーチセンター 日本銀行 生活意識に関するアンケート調査 砂川町
７月８日 一般社団法人中央調査社 内閣府大臣官房政府広報室 道路に関する世論調査 錦町
７月12日 株式会社サーベイリサーチセンター 東京都生活文化局 都民生活に関する世論調査 錦町、若葉町、富士見町
７月26日 一般社団法人輿論科学協会 東京都生活文化局 ボランティア行動等実態調査 錦町、栄町、一番町
８月８日 一般社団法人中央調査社 公益財団法人新聞通信調査会 第9回メディアに関する全国世論調査 幸町
８月18日 株式会社インテージリサーチ 東京都福祉保健局 特別養護老人ホームの入所対象者等に対する意識調査 富士見町、曙町、砂川町、若葉町、一番町、泉町、柏町
８月19日 株式会社エスピー研 東京都生活文化局 都民のスポーツ活動・パラリンピックに関する世論調査 西砂町、若葉町、柴崎町

８月30日 一般社団法人輿論科学協会 東京都生活文化局 健康と保健医療に関する世論調査 柴崎町、栄町、一番町
一般社団法人新情報センター 一般社団法人日本家族計画協会 第8回男女の生活と意識に関する調査 若葉町

８月31日 株式会社日本リサーチセンター 日本銀行 生活意識に関するアンケート調査 富士見町
９月２日 しばさき会 － 敬老の日の記念品贈呈 柴崎町
９月５日 東京都福祉保健局 － 平成28年度福祉保健基礎調査 幸町
９月13日 高松町

９月20日 株式会社インテージリサーチ 東京都福祉保健局 特別養護老人ホームの入所対象者等に対する意
識調査 羽衣町

９月27日 株式会社エントリーサポート 東京消防庁 消防に関する世論調査 曙町、幸町、西砂町
９月30日 株式会社アストジェイ 東京都福祉保健局 居住環境に関するアンケート調査 砂川町

１日～９月30日の閲覧状況は下表の通りです。閲覧できる情報は、住所、
氏名、性別、生年月日の4項目です。

　市は、住民基本台帳法の定めに基づき、住民基本台帳の一部の写しの
閲覧請求者、閲覧目的などを定期的に公表しています。平成28年４月

住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況 （平成28年４月1日～９月30日） 問市民課管理係・内線1360

　たちかわ市民
交流大学では、
講座情報をまと
めた「きらり・たち
かわ」冬号を発
行しました（3月、
6月、9月、12月に
発行）。各地域学習館、市役所、図書
館などで配布しています。目が不自
由でご希望の方には、録音したＣＤ
を無料でお送りしています問生涯
学習推進センター市民交流大学係
☎（528）6872

　たちかわ市民交流大学の講座の
企画・運営や情報誌「きらり・たちか
わ」の取材・編集などを行うボラン
ティア組織「市民推進委員会」で一
緒に活動する方を募集しています。
当日のお手伝いなど、気軽に参加で
きるサポーター制度もあります。く
わしくは、各地域学習館、生涯学習
推進センター（女性総合センター1
階）で配布している案内書をご覧に
なるか、お問い合わせください問市
民交流大学市民推進委員会事務局
〔生涯学習推進センター事務室内〕
☎（528）6872

講座情報誌「きらり・たちかわ」
冬号を発行しました

市民企画講座スタッフ募集

地域の仲間が待っています

あなたのまちの
健康づくりグループ紹介⑩

カフェ えのしま
　栄町の江の島道沿い、公社住宅
の1階で週に2回カフェを開いてい
ます。参加費50円で、コーヒーやお
茶はおかわり自由、どなたでも歓
迎です。公社住宅住民の交流の場
として平成24年に始まり、自治会・
老人会が運営しています。「今日、
コーヒーの日よ」と誘い合って集
会室に集まり、情報交換をしたり
旅行のお土産を持ち寄ったり、楽

しく雑談して時間があっという間に
過ぎていきます問立川市社会福祉
協議会4地区地域福祉コーディネ
ーター（栄町・若葉町）☎（537）7147

受け付け） 問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ
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新春子ども凧あげ大会

広い河原で凧あげを楽しみましょう。
温かい豚汁もあります。直接会場へ
時1月7日㈯午前9時30分～正午（雨
天中止）場多摩川河川敷市民運動場
持自作・市販の凧〔希望者にはビニー
ル凧の材料を50円で販売（先着400
セット）〕問立川市地域文化振興財団
☎（526）1312

子ども会に入会しませんか

子ども会では、市内の各地域で年齢
の異なる子どもたちが、スポーツ、自
然体験、お楽しみ会などのさまざまな
活動を自主的に行っています。子ども
会は、集団活動を通して自主性や協
調性、忍耐力などを養う絶好の場であ
るといわれています問子ども育成課・
内線1306

防犯パトロール用品を貸し出
します

市は、市内在住・在勤で市内の防犯活
動を行う5人以上のグループに、2週
間を限度に「防犯パトロール用品」を
貸し出しています。年末年始の地域
パトロールにご活用ください。品目は、
腕章、ベスト、誘導灯、拡声器、懐中電
灯、防犯ブザーです問生活安全課生
活安全係・内線2546

受験生チャレンジ支援貸付事業

立川市社会福祉協議会は、一定所得
以下の世帯で家計の中心となる方に
対し、中学3年生・高校3年生の学習
塾などの受講料と高校・大学の受験
料の無利子貸付事業を行っています。

学習塾など受講料貸付金は、上限20
万円。高校受験料貸付金は上限2万
7,400円、大学受験料貸付金は上限
8万円です。くわしくはお問い合わせ
ください問立川市社会福祉協議会☎
（529）8300

落ち葉・枝などの野外焼却は
禁止されています

落ち葉や庭木の枝などを廃棄物とし
て野外で焼却することは、都の条例で
禁止されています。落ち葉は透明また
は半透明の袋に入れて「燃やせるご
みの日」に、せん定枝は直径15cmま
での枝を長さ50cmまでの束にして1
回5束を限度に「せん定枝の日」に出
してください。なお、せん定枝は総合
リサイクルセンターに直接持ち込む
こともできます問環境対策課・内線
2248、ごみの出し方はごみ対策課☎
（531）5518

お正月の野菜は立川産で～直
売所をご利用ください

白菜や大根、八つ頭など、立川で採れ
た新鮮な正月用野菜を格安で販売し
ます。年末年始の営業日、営業時間は
次の通り。

子ども・子育て

●ファーマーズセンターみのーれ立
川　砂川町2-1-5、国営昭和記念公
園北側▶歳末大売り出し＝12月28日
㈬～30日㈮、午前10時～午後5時▶
新年営業＝1月5日㈭から、午前10時
～午後5時
●立川農産物直売所（幸町直売所）
　幸町1-14-1、東京みどり農協幸町
支店横▶歳末大売り出し＝12月28日
㈬・29日㈭、午前10時～午後4時▶新
年営業＝1月6日㈮から、午前11時～
午後4時
●西砂産直売会　西砂町6-12-11、
西砂学習館北側広場▶年末直売＝12
月23日（金・祝）まで、午後2時～5時▶新
年営業＝1月6日㈮から、毎週金曜日、
午後2時～5時
問産業観光課農業振興係・内線2650

従業員の個人住民税は、給与
から差し引く特別徴収で

従業員（給与所得者）の個人住民税は、
正社員・パート・アルバイト等を問わ
ず特別徴収が原則です。都と都内全
62区市町村では特別徴収を推進して
おり、平成29年度から特別徴収を徹
底します。ご理解とご協力をお願いし
ます問課税課市民税係・内線1206

KEIRINグランプリ2016

12月28日㈬～30日㈮、2016年に活
躍した選手が優勝賞金1億円をかけ
て争う「KEIRINグランプリ2016」が
立川競輪場で開催されます。また、1
月4日㈬～7日㈯は競輪界のトップ選
手が集まる「鳳凰賞典レース」を開催
します。くわしくは、本号と同時配布
のチラシをご覧ください問立川競輪
場☎（524）1121

お知らせ

情報紙「ほほえみ」vol.53配布
開始しました

「ほほえみ」は市内在住の未就学児
がいる母親たちが作っている子育て
情報紙。幼稚園や保育園のイベントカ
レンダー、園庭開放情報等、子育て中
のママたちの「知りたい」が満載▷配
布場所＝子ども家庭支援センター、子
ども未来センター、子育てひろば、市
役所、幼稚園、保育園、児童館、地域学
習館、図書館など問子育て支援事務
室☎（529）8664

小児科医のおはなし

対市内在住の0歳～学齢前の子ども
の保護者時2月9日㈭午前11時～正
午場子ども未来センター師小児科
医・大久保節士郎さん定20組（抽選）
申1月23日㈪〔消印有効〕までに、往復
はがきに住所、氏名、電話番号、子ど
もの名前と生年月日（子ども同伴の場
合はその旨記入）、小児科医に聞きた
いこと、返信用宛先を書いて、子ども
未来センター子育て支援事務室「小
児科医のおはなし」係〔〒190-0022
錦町3-2-26〕☎（529）8664へ

冬休み16ミリ映画会

出入り自由です。直接会場へ時下表
の通り場柴崎学習館定各40人（先着
順）問柴崎学習館☎（524）2773

12月28日㈬ 1月5日㈭ 1月6日㈮

午後１時30分
～２時30分

「稲むらの火」
ほか２本

「わらしべ長者」
ほか３本

「ドナルドダックの消防夫」
ほか３本

午後２時30分
～３時30分 －

「プーさんと虎」
ほか１本

「こぎつねのおくりもの」
ほか１本

午後３時30分
～４時 － 「ムーミンゆめ・ゆめ・

ゆめ」 「三ねん寝太郎」

遊びにおいでよ 児 童 館 マークの催しは
申込制です

富士見児童館 ☎（525）9020
●伝承遊び大会＝1月6日㈮午前10時か
ら
卓球大会＝1月21日㈯午後4時から、
小学生以上
錦児童館 ☎（525）6684
●お正月あそびをしよう＝1月5日㈭・6日
㈮午後2時30分から、小学生以上

羽衣児童館 ☎（526）2336

●すごろく大会＝1月6日㈮午後1時30
分から
レッツクッキング!～おもちのハッシュ
ドポテト＝1月18日㈬午後2時から、小
学生以上、定員20人、有料

高松児童館 ☎（528）2925
スポーツ大会＝1月28日㈯午後2時か
ら、小学生以上、定員20人

若葉児童館 ☎（536）1400
●お正月遊び＝1月4日㈬～6日㈮午後3
時から
手打ちそば体験をしよう！＝1月15日
㈰午前10時30分から、定員30人、有料
幸児童館 ☎（537）0358

●お正月あそび週間＝1月4日㈬～8日㈰
●七草粥を食べよう！＝1月8日㈰午後3
時から

上砂児童館 ☎（535）1557
凧あげをしよう＝1月7日㈯午後1時30
分から、小学生以上、定員15人、有料
鏡開きの集い＝1月11日㈬午後3時か
ら、定員50人、有料
西砂児童館 ☎（531）0433
●パフォーマンスを楽しもう！＝1月21
日㈯午後3時から

子育てひろばを各館で実施しています。くわしくは各館にお問い合わせください。

0180（994）223～5開催案内・レース結果

●12月28日～30日（KEIRINグラン
プリ2016シリーズ）　●1月4日～7日
（立川競輪開設65周年記念「鳳凰賞
典レース」）　●1月8日～11日（和歌
山記念を場外発売）

凧あげ会場

受付

多摩川

至立川

新奥多摩街道

福祉会館前

至日野

Ｊ
Ｒ
中
央
線

柴崎
福祉会館

　12月27日㈫～1月4日㈬は休館し
ます。1月24日㈫は休館日です。
●たまみら朝市（新鮮野菜の直売と
フリーマーケット）　時1月15日㈰午
前10時～正午（売り切れ次第終了）

陶芸教室　時1月の毎週土曜日、
午後1時～3時30分費1回子ども500
円、大人1,000円定20人〔申込順。前
日までに〕
●ミニトマの木「子育てひろば」　対

乳幼児と保護者時 1月の毎週金曜
日、 1月8日・22日の日曜日、午前11
時～午後3時
●竹細工　対小学生以上時 1月10
日・17日・31日の火曜日、午前10時
～午後4時
たまみらでカラオケを楽しもう!　

対3人以上のグループ時1月11日・
18日・25日の水曜日、午前9時～午
後5時費1,000円（2時間1部屋。延長
1時間500円）〔申込順。1月7日㈯ま
でに〕
●十文字自彊術　時 1月13日・20
日・27日の金曜日、午後1時30分～3
時費1か月2,000円
プラモデル作り教室　対小学生以
上時1月22日㈰午前10時～午後3時
費プラモデルは1,000円程度で用意
できます。持ち込みの場合は参加費
無料定10人〔申込順。前日までに〕
●おはなしたまごのおはなし会　時
1月22日㈰午後1時～2時

たまがわ・みらいパークの催し

場たまがわ・みらいパーク（旧多摩
川小） マークの催しは電話、ま
たは参加者名・電話番号を書いて
ファクスで☎・Fax(848)4657へ。そ
の他の催しは直接会場へ

11 立川市役所 （〒190-8666）立川市泉町1156-9  ☎（523）2111（代表）  Fax（521）2653

凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から

平成28年（2016年）12月25日



※広告に関するお問い合わせは…広告代理店　株式会社ホープ☎092（716）1401へ

≪広告欄≫

　北アルプスの山々を眺めな

がらウィンタースポーツはい

かが？多彩なコースがあるの

で、初心者から上級者まで楽

しめます。

　遊び疲れたら温泉でリラック

ス！大町には泉質自慢の温泉がた

くさんあります。

　黒部ダムをモチーフに、ご飯を

アーチ型に盛り付け、ルーをダム湖

に見立てたカレーライス。現在では

19の飲食店で提供されています。

●光の森のページェント
　70万球の光が公園を彩ります。
時１月９日（月・祝）まで、午後４時
～９時（国営アルプスあづみの公
園の休園日を除く）
場国営アルプスあづみの公園大
町・松川地区（長野県大町市常盤
7791-４）

　くわしくは「大町市観光協会」のホームページをご覧いただくか、
お問い合わせください。
問大町市観光協会☎0261（22）0190

●夢花火と音の祭典2017
　冬の夜空に打ち上がる花火と
太鼓の音の共演を楽しめます。
時２月４日～25日の土曜日、
午後８時から
場大町温泉郷（長野県大町市平
大町温泉郷）

　大町市内のスキー場（鹿島槍スキー場、爺ガ
岳スキー場）で今シーズン使えるペアリフト券
を20組40人の方にプレゼントします。
▶対象＝市民の方▶応募方法＝１月10日㈫〔消
印有効〕までに、はがきに住所、氏名、年齢、
今後の「広報たちかわ」で特集してほしい内容
を書いて広報課（〒190─8666住所記入不要）へ
〔応募は１人につき１枚〕。当選者の発表は発送
をもってかえさせていただきます。
問広報課・内線2745

　アメリカ合衆国カリフォルニア
州のサンバーナディノ市に派遣す
る高校生を募集しています。滞在
中はホームステイをしながら、さ
まざまな体験ができます。申込
方法や説明会など、くわしくは市
ホームページをご覧いただくか、
お問い合わせください。

問立川・サンバーナディノ姉妹市委員会事務局（市協働推進課内）内線2632

抽選で

　立川市の姉妹都市、長野県大町市の冬のおすすめスポットを紹
介します。応募した方には抽選でリフト券をプレゼントします。
また、姉妹市、アメリカ合衆国のサンバーナディノ市に派遣する
高校生も募集中です。

　検索

●住民基本台帳記録数 （前月比）
人口 181,486 （＋46）
男 90,453 （＋34）
女 91,033 （＋12）
世帯 88,590 （＋38）

平成28年（2016年）12月25日（毎月10日・25日発行）
人口と世帯

平成28年
12月1日現在
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